






結論 

熱性痙攣の地域調査から,その罹病率が人口 1,000対 29.7 であることを示した。これは当

然実存最低数を示すものである。この値は我々の岡山県における小児てんかんの疫学調査

における罹病率 8.2/1,000 にくらべ非常に高く,熱性痙攣が小児の痙攣性疾患のうち最も

頻度の高いものであることが示された｡ 

なお年間発症率も人口 10 万対 758.6 の高率であり,小児てんかんの 145.0 に比し,約 5.2

倍の高値であることが注目された。以上より熱性痙攣に対する対策が極めて重要であるこ

とを強調したい。 


